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"Big Two-Hearted River" : 

空間及びイメージについての分析心理学的一考察

九州大学大学院文学研究科英語学・英文学専攻

博士後期課程二年中村嘉雄

Ernest Hemingwayの“BigTwo-Hearted River’'は、文体、モチーフの

点においても作家の中、後期の作品へと繋がる諸特徴を最も有する作品であ

る討 経験を主体とした徹底的写実主義、「ハード・ボイルド」と言われる感

情を排除した文体は、この作品において定着し作家のオリジナリティとして

誇識されるに至ったといえる。

経験を主体とするという点において考慮すれば、この作家の立場は主知、

理性主義的側面を示唆していると捉えられるであろう。経験を作品へと昇華

させるということは、人間の事象認識において、統覚的にその経験内容を自

己の意識範疇で捉え、それに何らかの意味づけを付与し紙上に描出すること

を意味する。 C.G. Jungのことばでいえば、そのような作品は「人間の意識

の届く範囲で生起する」という意味で、「心理」的文学の範疇に属するもので

ある。日常での経験の与える心理的な影響に焦点を当てるその文学は、彼の

提唱する無意識との接触によって生じた「元型」的イメージを有さない意味

で、「幻視」的文学とは区別される。2

本作品も経験主義的作家の特徴を示す以上、「心理」的文学として捉えられ

る可能性を有している。本作品の釣のモチーフも、研究者諸氏の丹念な歴史

主義的研究により、その凡その日時、場所まで探り当てられている。3 しか

し、その研究は作品の歴史的裏付けという意図に反し、作品と作家の経験し

た諸内容との大きな隔絶を物語っていることも事実である。では、この事実

を如何に考慮すべきであろうか。経験が、再処理され作品としての新しい生

を与えられたということは、そこに単なる経験以上の何かが存在している可

能性を示唆している。確かに、再処理といっても、単に作家の所見を付加し

たのみの場合もあるであろう。しかし、「心理」的文学との差異を考慮した場
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合のその可能性とは、日常的乃至意識的埒外の経験を意味している。またそ

の経験は元型的表象によって描出されることから、その顕現は作品の「幻視」

文学的側面を示唆することになろう。

本作品を分析心理学的な見地より捉えた場合、その超日常的経験とは、「再

生儀式」の「元型」的イメージを反映していることが判る。しかし、紙面の

都合により、その内容全体を論じることは不可能である。したがって、本作

品の「再生儀式」的元型イメージが展開される舞台、換言すれば、本作品の

舞台構成を中心にその分析心理学的解釈の可能性を考察していきたいと思う。

ー

河合隼雄氏は、著書『昔話と日本人の心』において西洋人の心の構造、つ

まり意識、無意識、中間帯を反映した、西洋的物語の三領域に注目している。 4

その明確な領域的境界を示して表現される三領域は、登場人物に日常、中間

帯、非日常的経験を提供することとなる。わけて、中間領域は日常的な経験

の中に突如として顕現する無意識的世界として、その「入り口」として特徴

づけられる。したがって、中間帯は日常、非日常的空間の両性質を兼ね備え

た領域と考えられるであろう。分析心理学的に換言すれば、登場人物の意識、

無意識の両性質が混在した心的世界といえる。本作品をこの三区分の観点か

ら眺めれば、その令釦域的境界が明瞭に示されていることが判る。その三領域

を列挙すれば、主人公Nickの行動する人間的、社会的な日常生活を象徴する

「日常界」、非日常的、無意識を象徴する空間である「川」、「水」の世界とそ

れら両世界の中間帯を成すSeneyの街である。

本作品は主人公Nickが、今や焦土と化した Seneyの街へと列車の荷台か

ら降り立つ場面より始まる。その街は以下のように表現されている。

There was no town, nothing but the rails and the burned-over 

country. The thirteen saloons that had lined the one street of Seney 

had not left a trace. The foundations of the Mansion House hotel 

stuck up above the ground. The stone was chipped and split by the 
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"Big Two-Hearted River" :空間及びイメージについての分析心理学的一考察 中村嘉雄

fire. It was all that was left of the town of Seney. Even the surface 

had been burned off the ground. (177) 

街の様子は、‘‘burned,""burned-over”という焦土を強調する語の反復によっ

て読者にその荒廃ぶりを鮮明に伝えている。上記の引用から彼が以前にこの

街を訪れていたことはわかるが、その荒廃の様がNickに与えた精神的打撃は

少ない。事実を忠実に描出する作家 Hemingwayの文体的特徴も助けている

のであろうが、 Nickの追懐の場が無残にも焼尽されたにも拘わらず、感傷的

な記述は皆無に近いといえる。

Nickが示した街への冷静な態度は、彼の関心が街自体にあるのではないこ

とを物語っている。彼の関心は街よりむしろ、それと対比的に描き出されて

いる鱒と川の方にある。彼はその街に流れる小川とそこに棲息する鱒の動き

に目を凝らす。その動きの一つ一つが彼に緊張感を与え、 “Hefelt all the old 

feeling" (178)．のであった。そして、須史にして消えさる人工的なるものと

対いなす恒久的なるものの存在に安堵したかの如く、“Seneywas burned, the 

country was burned over and changed, but it did not matter. It could not 

all be burned" (179)．とその存在を確認し、賞賛するのである。

その対比性は本作品を空間的観点において捉える場合、確かに根幹を成す

ものと考えられる。主人公の賛美する対象より考察換言すれば、本作品を構

成する要素、葛藤は、街乃至恒久ならざるものと、「鱒」「川」つまり恒久的

なるものとの空間的差異に依るものと考えられるであろう。しかし、本作品

が単なる恒久的なるものの賛美で終止していたとすれば、陳腐な感傷的物語

としてなんら解釈を要するものは存在しなかったであろうし、モチーフ的に

も19世紀イギリスロマン派文学の模倣として異彩を放つものにならなかった

であろう。本作品の難解さは、その空間的二元論を超えた、それら対局世界

の性質を含む中間領域の存在によって生じてくる。その中間領域は街と川の

両性質を有するという意味において、この Seneyの街に相当すると思われる

が、まずこの領域に登場する諸々のイメージから本作品の全体的解釈に繋が

る共通要素を導出したいと思う。

中間領域に存在するイメージは、大きく二つに分けることができる。それ
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らイメージは Seneyの街に共存しているものの、作品の全体的視野から眺め

れば二つの世界にそれぞれ属していることが判る。つまり廃虚と化した街の

イメージは、 Nickが社会生活を送る「日常」世界と結び付き、鱒や川につい

てはこれから向かおうとする恒久的な「自然」の世界に関連している。主人

公Nickの両世界各々に対する反応は明らかであるが、まず彼が「街」を、つ

まりそれによって象徴される日常界を嫌悪する心的背景を考察してみること

にする。

主人公が「街」の影響からの離脱を望んでいることは明らかである。この

願望が焦土と化した街になんら感傷的にならなかった理由として挙げられる

が、その背景を主人公はより詳細に吐露している。彼はSeneyの街を去る際

にこのように感じる。

He felt he had left everything behind, the need for thinking, the need 

to write, other needs. It was all back of him. (179) 

実際に彼の生活する日常生活に何が起っていたのか具体的に記述されていな

いが、上記の引用はその示唆に富んでいる。

Nickの告白には“need”という語が繰り返し使われている。考え、書くとい

う必要とその他諸々の必要に迫られた彼の日常生活。そこは一種の強迫観念

が支配している世界ともいえるであろう。この強迫観念は、職業に付随した

ものであると推測される。本作品には、削除されたコーダの部分が存在し、

そこには彼が作家を職業として選択したことが述べられている討社会人とな

り、その世界に順応するとは、自己の欲求を隠蔽するための仮面を、つまり

ペルソナを着けることを意味する。しかし、彼の告白から推せば、そのペル

ソナを擦り抜けて自己の要請が優位を占めていることが判る。つまり社会生

活のそれとは対局の、自己の願望を動機とした行動への憧憬、衝動が、彼を

この場所へと引き寄せたといえる。また“otherneeds”の存在は、社会以外か

らの要請。つまり大人世界への移行期を迎えた青年が求められる複合的な要

請の存在も示唆している。このように考えれば、日常世界での彼は自己と社

会との葛藤を生き、自己の欲求充足を疎外する社会的要請が強迫観念となっ
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て彼を製っていたことが判る。したがって「街」という空間から離れること

は彼にとって社会的影響からの離脱と同義であると思われるが、では、彼方

にある川に彼は何を求めているのであろうか。

II 

強迫的な社会からの離脱という観点で川の空間的意義を捉えれば、 Nickの

鱒を求めての旅は一種の逃避の現われであるということになろう。社会の要

請に対立する要素が、彼の釣をするという自己の要求であれば、川での鱒釣

りは個人的欲求を充足させるもの、または、過去の釣という思い出に浸るこ

とによって精神の安定を図ることを目的とした単なる現実逃避の行動にすぎ

ないことになる。しかし、 Seneyの街で小川に棲息する鱒に古き良き時代の

緊張感を覚えた後に、彼はさらなる上流を求めて移動する。仮に、彼が鱒釣

りを主要目的としてこの街を訪れたのであれば、その場で釣をしても別に問

題はないであろう。それにも拘わらず、上流を求めたということは彼にとっ

て鱒とそれを釣り上げること自体よりも、川という場の探求が一次的な関心

であることを示唆している。さらに Nickの川への関心自体についても特定の

場所が問題となっていないことを考慮すれば、この川への関心はここで、個

人的な価値を超えた普遍的なものの存在、価値を示唆することになる。 Nick

の釣という個人的な願望充足に拘わらず川を求めたということは、そこに個

人の意識を超えた何らかの普遍的な力が作用していることを示唆している。

ではその普遍的な力、或いは、個人の感覚において認識不可能であるにも拘

わらず実存する「川」の価値とは如何なるものであろうか。

「川」はより広義で捉えれば「水」と同義であると思われる。宗教学の観

点において、「水」の価値は、人間の宗教生活と密接に関連するものとして意

味を持つ。その場合の価値は象徴として、人間の生活に顕現することになる。

宗教学者の MirceaEliadeのいうように、その「象徴によって世界はく透い

て見えるもの＞となり、超越的なものをく示す＞ことができるようになる。9

したがって、象徴を示すということはそれが宗教的価値を内包している場合、

人間に何らかの超越的な、換言すれば、認識不可能であるが存在する力を示
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すことになる。そこで彼は「水」の持つ象徴的意義を以下のように説明する。

水は可能性の総体を象徴する。それは一切の存在可能性の源泉(fonset 

origo)であり、貯蔵タンクである．．．．宇宙論的段階においても、人類

学的段階においても、水没は最終的消滅を意味しない。それは一時的な

無形態への再融合であり、その後には新しい創造、新しい生命あるいは

く新しい人間＞が、それぞれ宇宙論的、生物学的あるいは救済論的な動

機にしたがって継起する。 7

したがってこの宗教学的な意味において、「水」が人間の眼前に象徴として現

われるとき、く新しい人間＞の創造という機能的価値を示すことになろう。

続けて、彼はこの「水」の持つ宗教的価値はあらゆる宗教において同一であ

ると指摘する。

Nickが「水」へと引き寄せられる背後に、この宗教的な「水」の持つ呪術

的な力が存在することが考えられるが、彼はその力を経験乃至学問的に理解

し、宗教的儀式を演じているのであろうか。確かに彼の行動に宗教的色彩を

感じている批評家もいる。8 しかし、本作品に描かれている行動には、人間一

般に共通する行動の他に神秘的な儀式らしきものは存在しない。 Seneyの街

を後にした際の行動も、重荷を背負い、理想とする場所へたどり着き、テン

トを張り、食事をするといったごく文明的な人間に共通する行動が展開する

のみである。したがって、彼が意識的に「水」の宗教的価値を理解し行動し

ているとは思われない。むしろ、意識の範囲を超えた力によって動かされて

いるといったほうが妥当であろう。そこでこの「水」の価値を考察する際に、

無意識による作用といったもう一つの心理学的側面を考察する必要性が生じ

てくる。

この宗教的価値と心理学的側面の両面でNickの行動を考察する場合有用な

のがC.G. Jungの分析心理学と元型イメージである。9Jungの元型イメー

ジとは人間本能行動のパターンの表象であり、これは遺伝的に形成された人

類誕生までまたその後のあらゆる経験的な事象が作り出すイメージである。

そのイメージは集合的無意識という個人的なそれとは区別された領域より生
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じ、人間の本能的行動を規定する。本作品に描出された Nickの行動に限定

していえば、彼自身が意識し得ないその元型的なイメージにより、「水」の探

求がなされていると考えられるであろう。ではその意義を分析心理学的に解

釈すればどのようになるであろうか。

Jungの集合的無意識が提供する自我への影響は宗教学的な「水」の価値と

ほぼ同一である。彼のこの見解は心が元来宗教的機能を持っていることを裏

付けることになるであろうが、宗教的な創造するという機能をその無意識は

持っている。事実、心理学的にいえば無意識は「水」をその象徴としている。

分析心理学的にみた創造は、新しい自我体系を形成することを意味する。個

人が事象を認識する際、今までの経験により形成された自我体系を用いて統

覚的におこなう。しかし、その認識は個人の意識体系が捉えうる範囲以上の

ものは齋さない。つまり、眼前する事象を個人の自我体系に符合するように

理解するだけなのである。したがって、現存する自我の意識体系で捉えるこ

との出来ない事象に遭遇した場合、個人は自我体系の拡張を行わなければな

らなくなる。その際に、自我体系の拡張に繋がる、その個人の存在可能性を

提示するのがJungのいう元型イメージである。

その自我の意識体系拡張の必要性という観点において、 Nickはそれを行

う時期に達していることが判る。社会に適応できないということは、彼の自

我体系がそれを受領する能力に欠けている、或いは、それを許容するほどの

自我体系を形成していないことを意味している。このように考えれば、 Nick

の釣旅行は、「水」乃至集合的無意識との接触を目的とした自我刷新、 Jungの

言葉でいえば「再生」乃至「個体化」の過程を示しているともいえるであろ

う。 10 そして、本作品をこの「再生」の見地から全体的に捉えれば、「再生」

という心的過程を描いた、「再生儀式」的アレゴリーであると考えられる。し

たがって、本作品の空間は、分析心理学的解釈が可能という意味において、

個人の心的構造、意識、中間領域、無意識の各領域を象徴していると推測さ

れるのである。
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III 

上記のように考察すれば、本作品が分析心理学的解釈を可能にする要素を

その内部に有していることが判る。その前提において、本作品の舞台を分析

心理学的三領域で捉える場合、意識を象徴する領域は、 Nickの日常生活を営

む場として列車とレールによって示された人間社会、彼の向かおうとする川

に示された「水」つまり無意識の世界とその中間領域の Seneyの街である。

本作品の持つ分析心理学的「再生過程」の意義は、中間領域に用いられたも

う一つの「火」のイメージを考察することによって強化される。

焦土と化した Seneyの街に用いられている「火」のイメージは、まず本作

品への導入という観点において、その歴史的必然性について考察しなければ

ならないであろう。本作品において、 Nickが冒険する舞台として設定されて

いる場所は、学問的、非学問的な地理的研究により確定されているように思

われる。

Seneyの街は、ミシガン地方の北部、スペリオル湖とミシガン湖に挟まれ

た半島に実在する街である。以前はストローブマツが繁茂する森林地帯の中

心地として、伐木搬出の街として栄えていた。現在は観光客が、以北の原野

へ向かうための中継地として存続している。作家の Hemingway自身も、一

家の避暑別荘がワルーン湖の湖畔にあったことからミシガン地方と、そこに

ある Seneyの街を熟知していたことが考えられる。 InOur Timeに収めら

れている作品の多くがミシガン地方での出来事を扱っていることからも、作

家のその地方への追懐の情が窺えるであろう。作家の史実として、本作品も

1919年夏の AlWalkerとJockPentecost同伴でのフォックス川への釣旅行

を元にしている。 11 当時の Hemingwayにとっても Nickと同様、その釣旅行

は精神的打撃を解消する意味で重要なものであったことも当時彼を襲った出

来事より推察される。 12 しかし、その歴史的事実と作品との隔たりは明瞭であ

る。登場人物がNick一人であることからも、歴史的事実の釣旅行と本作品

のそれとの隔たりは大きいことは理解されるが、いま考察している Seneyの

街自体についてもそのことは当てはまる。
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"Big Two-Hearted River" :空間及びイメージについての分析心理学的一考察 中村嘉雄

作品中の Seneyの街は火事で焦土と化しているが、実際にその街を襲った

火災と、 Nickが見た街の風景とは時間的に大きなずれがある。史実としての

Seneyの火災は、 1891年のことである。その森林火災で街は焼尽されたので

あるが、三、四年後には、小規模の火災は再発したものの復興を遂げている。

もちろん Hemingwayが誕生するのは1899年であるし、また元にした釣旅行

も1919年と三十年以上の時間的隔絶がある。その三十年もの長期の間、街が

焦土化した様相を呈し続けたことは考えられないであろう。その街を訪れた

経験を持つ作家自身が、自分が作品中に描いた街の様子と、実際のそれとの

隔たりを最も感じていたはずである。それでもなお作品の街を焦土の風景で

描いたとすれば、そこには史実を越えた作家の何らかの意図が作用している

ことになる。意図的でないとした場合でも、作家が得た Seneyの火災の記憶

が無意識的に作家の作品で意図するものと結び付いたとも考えられるであろ

う。そして本作品がNickの精神的に治癒或いは発展する、作家の意図を越え

た人間一般の心的過程のアレゴリーをも表現しているとすれば、 Seneyの街

に用いられている「火」のイメージを考察する場合、主人公に与える心理学

的な影響とその「再生儀式」過程内における位置付けが問題となろう。

本作品に用いられた「火」の意味を考察する場合、この焦上のイメージが

齋した Nickへの心的影響とは如何なるものなのかの理解が必要となる。この

影轡の認識は本作品における「火」の存在理由と関連するであろう。一般的

に「火」のイメージは「浄化」のメタファーとして用いられる。旧訳聖書に

おいても祭司エルアザルのイスラエル兵への助言にみられるように、すべて

火に耐えるものは、火によって清められる。 13 この「浄化」は悪しき影響を「火」

で焼き尽くすという意味において用いられているが、その破壊性は後の「再

生」への道に繋がる。したがって、「浄化」を齋す「火」自体に破壊と創造と

いった相反した二面性が存在することになるであろう。

しかし、本作品においては「火」の持つ「再生」的な価値は、「水」の象徴

におけるその機能が強調されているがゆえに明確な表象で示されていないよ

うに思われる。むしろ、主人公が「水」による「再生」を果たすための予備

的段階として、「再生」前のその「破壊」乃至「死」のイメージが強調されて

いる。宗教学的な観点において、「再生」はその前段階として必ず「死」のイ
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メージを伴う。本小論で以前述べた「水」の示す再生能力においても、その

対象となるものは「水」の中で一時的に「無」ないし「混沌」の状態へと変

化させられる。この「水」の持つ一時的な「死」は他の「再生」的な儀式に

用いられる象徴においても付随するイメージである。 Eliadeは「水」と同様

な性質を持つ「大地」、つまり「地母」の「再生」能力についても説明してい

る。「大地」のもつ生産能力は、しばしば母親の分娩に例えられるが、その性

質は原始民族の加入儀礼においても用いられる。つまり、外部の者を自分た

ちの民族の一員として迎えるために、自分たちの神聖化された大地にその者

を埋没させ、その後再び自分たちの大地で生まれ変わった新しい存在として

受け入れるのである。その埋没に「再生」以前の「死」のイメージがあるこ

とはいうまでもない。“本作品に用いられた街を焼き払う「火」のイメージは

このように考えれば、 Nickにとって「再生」以前に付随する何らかの「死」

乃至破壊を齋すものとして解釈できるであろう。では「火」によって破壊さ

れた対象とは一体どのようなものであろうか。 Nickが眼前に現われた焦土

と化した風景それ自体に関心を示さないということは、暗に、外界に存在す

る事象は直接の対象にはならないことを示している。したがって、破壊され

る対象は彼の心的内部にある何かであると考えられるであろう。そしてその

焼尽された対象に悲観的な感情を投影していないことからも、彼の内部に齋

された破壊は彼に何らかの肯定的な影響を齋したと推測される。したがって

破壊された対象は Nickの心理的な背景との関連で捉えられることができるが、

心的なものの破壊を考察する以上、その心に影響を与える、外界で実際に破

壊されるものの象徴的レベルの解釈が必要となる。

その分析心理学的な象徴のレベルにおいて Seneyの街がNickに示すもの

は、以前に述べたように、日常世界の社会性である。 Seneyの街に象徴され

る中間領域において日常的な意識世界の要素と非日常的な無意識世界の要素

が共存することは述べたが、主人公にとってその逃亡してきた日常界は、そ

の街自体によって示されると思われる。そこに示された街並は、無意識的に、

レールの彼方に存在する領域のイメージヘと結び付き、彼に強迫観念を植え

付けたその社会性の記憶をトラウマ的に惹起させることになったであろう。

したがって、その街の「火」による浄化、乃至、「無」化されたイメージは、
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"Big Two-Hearted River":空間及びイメージについての分析心理学的一考察 中村嘉雄

彼にとって社会性の排除を促進するものであり、またその「死」乃至破壊の

象徴と考えられる。 Seneyの街に象徴される社会性は、現在のNickが自分

の意識より排除したい対象以外の何ものでもない。そのトラウマ的な影響を

及ぼす温床を、一時的に無の状態へと変容させることは、彼が世界を新しい

視点で、つまり新しい自我体系で捉えるために必要不可欠であると思われる。

その「無」に帰された世界像を Jungの言菓でいえば「混沌」の世界というこ

とになろう。 Jungはこの「個体化過程」を経験する個人が経験する混沌状態

を、「道も目的地もない混沌に迷い込むことが精神と人格の革新にとって、そ

れなくしては何一つ成就することのできない必要不可欠の条件」であると説

明している。 15

したがって、本作品に示された Seneyを「火」で焼尽したイメージは、主

人公の視点で捉えれば、心的内部に「再生」の前段階としての社会性排除の

イメージを齋す効果があることが判る。そしてその空間的効果を、作品全体

的な空間的位置付けで捉えれば、社会という意識的領域から乖離した者が、

「再生」の場である「水」世界に到達する以前に経験する混沌のイメージを

示していることが判るであろう。

このことは本作品の「再生儀式」的な要素を強調するように思われる。作

家の Hemingwayが実際の Seneyの火災と、フィクション内でのそれとの隔

たりを認識しつつも、敢えて焼尽のイメージを導入したということは、その

風景が主人公Nickの現在の願望と合致するものであり、作家の求める象徴

的効果を最大限発揮できるからに他ならない。そしてその象徴と他のイメー

ジの総体が、 Jungのいう「個体化過程」にみられる「再生儀式」的元型イメ

ージと近似しているという事実は、本作品で意識的或いは無意識的に描出し

ようとする作家の内容が主人公の精神的な発展の過程であり、その要請が無

意識的に「再生儀式」的元型イメージを賦活させ、描出された空間やイメー

ジの特異性に繋がったことを示唆している。

上記の示唆は作家Hemingwayが本作品をその理性に基づいて構築したと

いうよりむしろ、無意識的な元型イメージの作用によって創造させられたこ

とを示唆している。そしてその意識性の排除を作品の文体論的な観点で考察

した場合、 ElizabethJ. Wellsのおこなった本作品において使用された文体
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の統計学的研究が有益な資料を提供してくれる。氏は本作品の七割が単文に

よって構成されていることを指摘し、その効果を次のように説明する。

The immediate effect of such a style is obvious. It produces a 

choppy, Dick-and-Jane type of prose. The reason for such writing 

are generally thought to be also very obvious. It is para tactic syntax 

most often found among children who have not yet learned to subor-

dinate their ideas and who, consequently, present ideas one after 

another without any relationships between them. It is most often 

considered to be the language of those incapable of cause-and-effect 

reasoning and unable to perform the more sophisticated mental 

activity of abstracting generalities out of specifics. 16 

さらに氏は本作品において論理的な思考を示す“because,""if”などの従属節

はほとんど見られず、その大半が行動を主体とした“as,""while”節であるこ

とを指摘している。この論理性、理性を排除した文体は、 Nickが切望する理

性、意識性中心の世界からの離脱願望を明確に表現するのに適した手法であ

ると考えられる。この手法にみられる徹底的な写実主義と、主人公の行動主

義は確かに、本作品の創造段階における作家の理性的側面を否定しているよ

うに思われる。しかしまた同時に、この行動、写実を主体とした簡潔な文体

は、作家が理想として求めたものにも他ならない。その探求と定着には作家

の意図も作用してくるであろう。ではその手法によって齋された本作品の元

型的なイメージはどのように説明されるであろうか。そのイメージが人間の

意識を越えたものであるとすれば、そこになんらかの作家の意識を越えた無

意識的な影響力を感じざるを得ない。したがって、本作品の場合において、

理性を排除した文体自体も、無意識的領域に存在する人間一般の行動規範、

ここでいえば「再生儀式」的元型イメージの顕現可能性を強調補足すること

になるのである。
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"Big Two-Hearted River"：空間及びイメージについての分析心理学的一考察 中村嘉雄

N 

それでは具体的にどのような「再生儀式」的元型イメージが本作品に登場

しているのであろうか。その総体の考察は紙面の都合上無理があるので、上

記で扱った中間領域とその「火」のイメージに関連したものの考察で本小論

を閉じたいと思う。

まず考察するイメージが「再生儀式」的な元型イメージであることから、

分析心理学的な「再生儀式」の形態について略言したいと思う。分析心理学

的にみた「再生儀式」的イメージは個人の「個体化過程」の一環をなすもの

であることは以前に述べたが、その元型イメージは宗教学で取り扱われる、

原始民族社会で実際に行われる儀式行動と同じである。 Jungは「個体化過

程」で個人の夢に登場する動物のイメージと、実際に原始民族社会でおこな

われる儀式で生ずる祖先や動物との同一化との関連性に注目する。人間の自

我の発展は、その無意識内にある存在可能性を示す元型イメージの「意識化」

を通じて達せられる訳だが、その過程において個人は一種の先祖返りを経験

することになる。その過去への進化論的逆行は、集合的無意識内に存在する

先祖の経験によって形成された元型との接触の為に成されるのである。この

ことをJungは以下のように説明する。

再生儀式の諸象徴は、これを真面目な営為と受けとめるならば、単なる

幼児的なものや太古的なものを示しているのではなく、その外観の根底

に、動物的状態にまで遡る祖先の全生活の結果であり集積であるところ

の、あの先天的な心的性向［心的素因］を示していることが判る。象徴

が祖先や動物という形をとるのはそのためである。 17

彼のいう「心的性向」が、祖先の経験によって形成された元型であることは

いうまでもない。したがって、心に登場する祖先や動物のイメージは、原始

民族的な「再生儀式」に現われる先祖との「遡行的同一化」と同じ意味があ

ると考えられる。本作品が分析心理学的な「再生儀式」のアレゴリーである
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とすれば、主人公Nickもその先祖との遡行的同一化を象徴するような経験

をしていることが考えられる。

本作品における同一化は、その極端化した形態である同一性という意味に

おけるものではなく、むしろ一般的な自己の人格の無意識的な投影によって

齋されるものである。したがって、本作品において Nickの行うその投影は、

社会より離脱した或いは、より象徴的な意味においては、その社会性、文化

性より乖離したことを前提とした、何らかの心的イメージのそれということ

になろう。したがって投影される対象は、その存在の象徴的レベルにおいて、

Nickが自己投影をするにふさわしい要素を備えたものであると考えられる。

ではその対象とは如何なるものであろうか。

まず社会より離脱逃亡してきたという意味において、主人公Nickの心的

状態を象徴するにふさわしい存在は本作品に登場するイナゴであろう。 Seney

の街を後にした Nickが丘の頂上でしばしの休息をとっていると、自分の足に

イナゴが止まっているのに気付く。すると Seneyの火災の為に黒く変色させ

られたそのイナゴは、彼のソックスを噛り始めた。

Now, as he watched the black hopper that w.as nibbling at the wool 

of his sock with its four-way lip, he realized that they had all turned 

black from living in the burned-over land. He realized that the fire 

must have come the year before, but the grasshoppers were all black 

now. He wondered how long they would stay that way. (180) 

そしてそのイナゴを掴み、 “Goon, hopper (180)．’'と声をかけながら空中

へ飛ばすNickの姿には、彼のイナゴに対する生物学的な境界を越えた何らか

の共感を思わせるところがある。その共感は、 Nickが自己の心的イメージを

イナゴに投影して起りうるものであるが、その投影を可能にしている両者に

共通する要素として街から逃亡してきたという境遇が考えられる。 Nickが

街で象徴される「必要」をすべて置き去りにして逃れてきたのに対し、イナ

ゴも火災によってその街より逃亡してきたのである。この両者に共通する境

遇が、 Nickに街より逃亡してきたという自己のイメージをイナゴに投影さ
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"Big Two-Hearted River":空問及びイメージについての分析心理学的一考察 中村嘉雄

せたことは想像するに難くない。しかし、「逃亡」という要素だけでは、 Nick

がイナゴに投影したイメージを説明するには不十分であるように思われる。

というのも、ここで登場するイナゴは黒く変色しているが、この現象は実際

に起るものではない。したがって、その「火」による変色のイメージは作家

によって作り上げられたものであることが判る。確かにイナゴの逃亡理由を

象徴的に示す工夫であるとも考えられるが、そのイナゴと「火」のイメージ

との融合には「逃亡」以外の象徴的効果の存在を感じざるを得ない。

そこで旧訳聖書ナホム書第3章15節～17節で用いられているいなごのイメ

ージをみてみることにする。神の手によるニネベの陥落についての記述の中

で、いなごは以下のように用いられている。

その所で、火はお前を焼き尽くし／剣はお前を断つ。／火はいなこ‘が食

い尽くすように／お前を食い尽くす。／いなごのようにお前は数を増せ。

／移住するいなごのように数を増せ。／お前は空の星よりも商人の数を

多くした。／しかし、いなごは羽を広げて飛び去るのみ。／お前を守る

部隊は、移住するいなごのように／寒い日には城壁の間に身をひそめ／

日が昇ると飛び去り／どこへ行くのかだれも知らない。

引用内で用いられたいなごのイメージには、本作品で用いられた逃亡のイメ

ージでも用いられているが、興味深いのはその破壊性と「火」のイメージと

の融合である。いなごの持つ破壊性は、そのあらゆる植物を食い尽くす貪食

さから連想されるものであろうが、その破壊性を共通要素として結び付けら

れたいなごと火のイメージは、両者のイメージ的な近似関係を示唆すること

になろう。したがって火によってその形像に象徴的な意義を付与されたいな

ごには、「破壊」的な意義があると推測されるのである。したがって本作品に

登場するイナゴに投影される Nickの心的イメージを考察する場合、「火」に

よって象徴される「破壊」性という側面も考察する必要があることになろう。

では Nickが行った破壊とはどのようなものであろうか。

それは NickのSeneyの街での心的影響を考察することによって理解され

るであろう。彼はその街の焼尽された風景により、日常的世界からの影轡を
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断ち切ったのであるが、その過程を Nickの内部でおこなわれた心的過程と捉

えれば、その影響を生む街のイメージを破壊したのは彼自身なのである。っ

まり彼の内部でその日常的な社会性は、「火」のイメージによって焼尽させら

れたのである。したがって、この自己による破壊を考慮すれば、 Nickとイナ

ゴに共通する心的イメージとして、「逃亡」に加え「破壊」的なイメージがあ

ったということが考えられるであろう。ではこの「逃亡」、「破壊」の二つの

心的イメージの投影によって達せられた Nickとイナゴの同一化は本作品の「再

生儀式」的要素の如何なる段階を象徴しているのであろうか。

Jungは個人の「個体化過程」に登場する動物イメージを、原始民族の「再

生儀式」でみられる、進化論的な範囲での祖先との遡行的同一化と同じ意義

があることに注目するが、その最終的な先祖形態は「魚」であると主張する。

集合的無意識との接触を果たし、そこに存在するイメージを「意識化」する

ことは個人の人格発展の究極的目標である。その意味で「魚」の形態を取る

ということは、その個人が無意識の領域まで到達したことを象徴するであろ

う。また「魚」の象徴が、無意識内に存在する隠された自己でもあるとすれ

ば、無意識内の内容イメージの「意識化」をも同時に示唆するものと考えら

れる。

本作品において、その「魚」との同一化を示唆する場面は、第二部で強調

される釣の風景であろう。 Nickと「魚」との直接的な同一化はみられないが

しかし、餌を考慮すれば、それはイナゴによって釣り上げられる。確かに、

そのイナゴは Nickが自己を投影したイナゴとは違うが、「再生儀式」的象徴

のレベルにおいて、イナゴが鱒に捕食されることにより、間接的に、 Nickと

「魚」との同一化が達成させられているように思われる。実際に、捕食つま

り「食べる」というイメージは「ソックスを噛る」行為として、煤こけたイ

ナゴと Nickの同一化の場面でも用いられている。したがって、本作品の煤こ

けたイナゴの「再生儀式」的象徴意義は、「食べる」という行為と心的イメー

ジの投影によって象徴された、 Nickの最終的「魚」形態を取るその前段階的

同一化を示すことにあると考えられるのである。
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"Big Two-Hearted River" :空間及びイメージについての分析心理学的一考察 中村 嘉雄

＞
 

以上のように“BigTwo-Hearted River”を分析心理学的な観点で、その空

間とイメージを中心に論じてきた。そこに存在する「再生儀式」的な要素は、

本作品の第二章で用いられている釣の場面のイメージを考察することで強化

される。そのイメージの考察は紙面の都合上不可能であったが、本小論にお

いて、本作品が分析心理学応用の可能性を有していることはみてきた通りで

ある。そしてその可能性の証明は、本作品に釣文学を越えた新しい色彩、 Jung

の言葉でいえば「幻視」的文学のそれを付加することになると思われる。
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